
鶴翔高等学校との「稲作機械化一貫体系プロジェクト」の取組み

■第1回（耕うん実習）
　　・日時　2018年5月29日（火）
　　･参加者　鶴翔高等学校の生徒58名、鹿児島県女性農業者３名
　　・内容　鹿児島県の農業情勢（鹿児島県のご担当者様より説明）
　　　　　　　ISEKIの「農業女子プロジェクト」の取組み
　　　　　　　トラクタ・耕うん機などの概要や安全な操作方法について
　　　　　　　ISEKIの農業用iCTと営農支援システム「アグリノート」について
　　　　　　　トラクタ（15～160馬力）、管理機・耕うん機、刈払機の耕うん実習

（株）ヰセキ九州通信

～先端技術を活用した「稲作機械化一貫体系プロジェクトに取り組んでいます～

平成30年11月20日
株式会社　ヰセキ九州

㈱ヰセキ九州は、2018年5月より鹿児島県立鶴翔高等学校（鹿児島県阿久根市）の

農業科学科の生徒と一緒に、総合実習という科目で、先端技術を活用した

「稲作機械化一貫体系プロジェクト」に取り組んでいます。

プロジェクトでは、先端技術やＩＣＴを活用したスマート農機や、農機・栽培情報を

見える化する営農管理ソフト、先端営農技術（栽培技術）を体験しながら、

水稲栽培の土づくりから収穫までの機械化一貫体系を学習していただきました。

今後、食味分析や土壌分析などを予定し、来年の栽培計画に向けての見える化を

提案しています。

農業が大きく変化している中、生徒たちが最新の農業機械や営農栽培技術について

学ぶことを通して、今後も農業の次世代を担う人材育成に貢献してまいります。



■第2回（田植え実習）
　　・日時　2018年6月13日（水）
　　･参加者　鶴翔高等学校の生徒58名
　　・内容　水稲栽培における疎植栽培について
　　　　　　　田植機の概要や安全な操作方法について
　　　　　　　直進アシスト機能付き土壌センサ搭載型可変施肥田植機（NP80）による田植え実習

■栽培管理
　6月に移植した苗は、「ＩＳＥＫＩ　アグリサポート」と連携させた営農支援システム「アグリノート」を
活用し、生育管理を行いました。

■第3回（防除・管理実習）
　　・日時　2018年7月25日（水）
　　･参加者　鶴翔高等学校の生徒58名、鹿児島県女性農業者4名、新規就農者2名
　　・内容　マルチローター（ドローン）の概要（基礎知識・法令）とデモフライト
　　　　　　　ＧＡＰ（正しい農業生産工程管理）に関するグループワーク

「アグリノート」における生育調査の見える化

「アグリサポート」における、田植時の減肥率の見える化



■生育調査
　収穫前にマルチローター（ドローン）による稲の生育状況の空撮を行い、
収穫適正時期の確認を行いました。

■第4回（収穫実習）
　　・日時　2018年10月16日（火）
　　･参加者　鶴翔高等学校の生徒58名
　　・内容　これまでの取組みについて（総括）
　　　　　　　コンバインの概要と安全な操作方法について
　　　　　　　収量コンバイン（HJ6123）による収穫実習

■「第69回　日本学校農業クラブ全国大会
　　　鹿児島大会（ＦＦＪ）」での取組み紹介

10月24～25日に　ＦＦＪが鹿児島県において
開催され、全国333校、約4,000人が参加。
大会会場にて、鶴翔高等学校とのプロジェクトに
関する取組みとＩＣＴを活用したスマート農業を
紹介しました。


